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職員の退職手当に関する条例に基づく在職期間の通算に関する規程 

令和６年７月12日 

本部訓令第23号 

 

職員の退職手当に関する条例に基づく在職期間の通算に関する規程 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、職員の退職手当に関する条例（昭和40年大阪府条例第４号）第７条第５項の規定に基づ

き、大阪府警察職員のうち国、他の地方公共団体等（以下「他団体」という。）の職員であった者に係る退職

手当の算定の基礎となる勤続期間の計算における在職期間の通算について定めるものとする。 

（在職期間の通算） 

第２条 次の各号に掲げる場合は、他団体の職員としての在職期間を通算することができる。 

(１) 他団体の職員が、大阪府警察及び他団体の相互の了解の下に行われる計画的な人事交流により、引

き続いて大阪府警察職員となった場合 

(２) 前号に掲げる場合のほか、警察本部長が特に必要であると認める場合 

２ 前項の規定は、退職手当（これに相当する給与を含む。）の支給について、大阪府警察職員としての在職

期間を他団体の職員としての在職期間に通算することを認めていない他団体の職員であった場合は、適用

しない。 

附 則 

この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 


